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地

域

協

議

会

だ

よ

り

 

第
3
回
地
域
協
議
会
は
、
10
月
6
日
（金
）午
後
2
時
か
ら
二
ツ
井
町
庁
舎
大
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

案
件
は
「道
の
駅
ふ
た
つ
い
整
備
事
業
に
つ
い
て
」、
「旧
二
ツ
井
小
学
校
の
解
体
に
つ
い
て
」、
「旧
二
ツ
井
藤
里

地
区
行
政
組
合
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
解
体
撤
去
工
事
に
つ
い
て
」。
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

道
の
駅
ふ
た
つ
い
整
備
事
業
に
つ
い
て 

 

道
の
駅
ふ
た
つ
い
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
道
の
駅

本
体
の
建
築
工
事
は
、
来
年
３
月
末
の
完
成
予

定
。
9
月
13
日
に
は
、
8
月
末
で
閉
館
し
た
能

代
市
二
ツ
井
町
歴
史
資
料
館
か
ら
の
「埋
も
れ

木
」の
搬
入
と
設
置
が
行
わ
れ
た
。
10
月
2
日
か

ら
は
中
央
部
の
ア
ー
チ
型
の
ア
ー
チ
ト
ラ
ス
4
本

の
立
て
方
が
行
わ
れ
て
お
り
、
外
構
工
事
は
、
造

成
工
事
の
終
了
を
待
っ
て
か
ら
の
予
定
。 

 

次
に
、
あ
き
た
未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

に
つ
い
て
、
現
在
、
30
年
度
工
事
を
計
画
し
て
い

る
、
新
た
な
道
の
駅
か
ら
き
み
ま
ち
阪
公
園
の
ア

ク
セ
ス
道
や
歩
道
橋
の
設
計
、
川
の
駅
エ
リ
ア
の

親
水
空
間
で
の
多
目
的
広
場
や
カ
ヌ
ー
艇
庫
等

の
設
計
業
務
を
進
め
て
い
る
。 

 

新
た
な
道
の
駅
の
管
理
運
営
母
体
の
構
築
に
つ

い
て
は
、
９
月
１
日
に
道
の
駅
の
指
定
管
理
を
目

指
し
た
「株
式
会
社
道
の
駅
ふ
た
つ
い
」が
設
立

さ
れ
た
。 

 

市
と
し
て
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
「管
理
運
営

計
画
」に
基
づ
き
、
望
ま
し
い
管
理
運
営
体
制
の

構
築
に
向
け
た
協
議
や
調
整
を
行
い
な
が
ら
引

き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。 

 

二
ツ
井
地
域
の
閉
校
小
学
校
の
今
後
の

解
体
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
旧
田
代
小
、

旧
切
石
小
、
旧
仁
鮒
小
の
順
番
で
検
討
。

今
後
地
区
の
住
民
の
皆
様
と
十
分
話
し

合
い
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 

 
※

 

裏
面 →

 

第
４
回
地
域
協
議
会
に
つ
い
て 

 

旧
二
ツ
井
藤
里
地
区
行
政
組
合
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
元

年
３
月
竣
工
。
旧
二
ツ
井
町
と
藤
里
町
の
一
般
廃
棄
物
を
焼

却
処
分
し
て
い
た
が
、
焼
却
に
関
連
す
る
法
令
が
改
正
さ
れ
た

事
か
ら
、
新
た
な
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
平

成
14
年
度
か
ら
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
を
停
止
し
、
現
在
は
南

部
清
掃
工
場
に
搬
入
し
て
い
る
。 

 

平
成
18
年
2
月
に
は
、
組
合
の
解
散
に
伴
い
「二
ツ
井
藤
里

地
区
行
政
組
合
の
解
散
に
伴
う
事
務
の
承
継
に
関
す
る
協
議

書
」
を
定
め
、
事
務
を
藤
里
町
が
承
継
し
、
経
費
の
負
担
割
合

を
当
時
の
人
口
割
、
平
等
割
か
ら
算
出
し
、
藤
里
町
が
32
．

4
％
、
能
代
市
が
67
．
6
％
に
定
め
て
い
る
。 

 

そ
の
後
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
煙
突
等
の
倒
壊
が
危
惧
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
事
か
ら
、
藤
里
町
に
お
い
て
今
年
度
、
解
体
撤

去
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
。 

 

今
後
は
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
施
設
内
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
除
去
を
行
い
、
12
～
3
月
に
て
施
設
の
解
体
を
行
う
予
定
。

工
期
は
平
成
30
年
3
月
23
日
。 

第３回地域協議会の様子 

 

旧
二
ツ
井
小
学
校
の
解
体
に
つ
い
て
、
平
成

29
年
3
月
に
能
代
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
閉
校
し
た

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
活
用
の
方
向
が
見
い
だ

せ
な
い
施
設
か
ら
順
次
解
体
し
て
い
く
、
と
方

向
付
け
さ
れ
て
い
る
。 

 

旧
二
ツ
井
小
学
校
は
、
平
成
22
年
7
月
の

新
校
舎
への
移
転
以
来
、
定
期
的
な
点
検
を

行
っ
て
い
る
も
の
の
、
老
朽
化
に
よ
る
建
物
の
傷

み
が
激
し
く
、
度
々
校
舎
内
に
人
が
侵
入
し
て

い
る
と
い
う
事
案
も
あ
る
。
現
在
校
舎
等
の
利

活
用
が
無
く
、
今
後
も
利
活
用
が
見
込
め
な

い
事
、
安
全
面
・防
犯
面
で
周
辺
住
民
への
影

響
も
懸
念
さ
れ
る
事
、
解
体
に
あ
た
っ
て
の
財

源
も
確
保
で
き
た
事
な
ど
か
ら
、
旧
二
ツ
井

小
学
校
校
舎
等
の
解
体
を
す
る
事
と
し
た
。 

 
 

解
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
10
月
下
旬
以
降
、

工
事
の
入
札
手
続
き
を
開
始
し
、
平
成
30
年

3
月
中
の
工
事
完
了
を
予
定
。 

 

解
体
の
範
囲
は
、
校
舎
・体
育
館
・プ
ー
ル
及

び
プ
ー
ル
に
付
随
し
た
建
物
等
。 

 
 

 
  

 
 

旧
二
ツ
井
小
学
校
の
解
体
に
つ
い
て 

 

旧
二
ツ
井
藤
里
地
区
行
政
組
合 

 

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
解
体
撤
去
工
事
に
つ
い
て 

藤里町において解体撤去が行われる 
旧二ツ井藤里地区行政組合清掃センター 



 
第
４
回
地
域
協
議
会
は
、
11
月
9
日
（木
）午
後
2
時
か
ら
二
ツ
井
町
庁

舎
大
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
案
件
は
「第
2
次
能
代
市
総
合
計
画
2

次
素
案
に
つ
い
て
」。
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

第
2
次
能
代
市
総
合
計
画 

 
 

 

2
次
素
案
に
つ
い
て 

 

第
2
次
能
代
市
総
合
計
画
2
次
素
案
を
も

と
に
、
1
次
素
案
か
ら
の
主
な
変
更
点
に
つ
い

て
、
担
当
課
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
7
月
の
本
協
議
会
に
お
け
る
意
見
に

つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
実
行
段
階
、
具
体
的
に

は
実
施
計
画
や
予
算
編
成
の
段
階
で
参
考
と

す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
市
の
各
部
長
等
で

構
成
す
る
総
合
計
画
推
進
会
議
に
お
い
て
周

知
を
図
っ
て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員

か
ら
の
意
見
や
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

第4回地域協議会の様子 

 
 

 
 

 
 

一
般
的
な
話
に
な
る
が
、
高
齢
者
福
祉
施
策
、 

 
 

 
 

一
方
で
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
発
に
す
る
事
で 

 
 

 
 

一
人
暮
ら
し
対
策
に
な
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
と
思 

 
 

 
 

う
の
で
、
そ
う
し
た
部
分
も
連
携
し
な
が
ら
取
り
組 

 
 

 
 

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 

意
見
・質
問
と
回
答
の
主
な
内
容 

 

平
成
29
年
11
月
6
日
、
地
域
協
議
会
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
視
察
先
は
、
岩
手
県
一
戸
町
に
あ
る
「御

所
野
縄
文
発
電
所
」で
、
森
林
資
源
の
活
用
や
循
環
型

経
済
社
会
の
構
築
に
向
け
た
取
組
事
例
や
、
地
域
振
興

の
参
考
と
し
て
学
ぶ
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
28

年
6
月
竣
工
、
地
域
の
木
材
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
で
、
こ
れ
ま
で
山
に
捨
て
て
い
た
部
分
や
、
地
元
製

材
所
か
ら
出
た
端
材
を
燃
料
と
し
て
発
電
し
、
地
元
に

供
給
す
る
と
い
う
「地
産
地
消
」の
仕
組
み
。
発
電
所
内

を
見
学
後
、
清
水
所
長
様
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

（
質
疑
）  

一
人
あ
た
り
の
所
得
に
つ
い
て
、 

 
 

 
 

 

秋
田
県
内
で
は
能
代
市
は
高
い
水 

 
 

 
 

 

準
に
あ
る
と
い
う
事
だ
が
、
全
国
的 

 
 

 
 

 

に
は
低
い
。
2
０
０
万
円
代
の
平
均 

 
 

 
 

 

所
得
で
は
生
活
は
厳
し
い
。
最
低
で 

 
 

 
 

 

も
３
０
０
万
円
近
く
は
必
要
。 

 
 

 
 

 
 

有
効
求
人
倍
率
が
高
い
と
い
う
の 

 
 

 
 

 
は
、
逆
に
言
う
と
人
手
不
足
で
苦
慮 

 
 

 
 

 

し
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
り
、
そ
の
対 

 
 

 
 

 

応
も
必
要
だ
と
思
う
。 

（回
答
）  

一
人
あ
た
り
の
所
得
に
つ
い
て
は
、 

 
 

 
 

 

労
働
者
の
収
入
に
対
応
し
た
数
字 

 
 

 
 

 

で
は
な
く
、
人
口
に
対
す
る
単
純
な 

 
 

 
 

 

統
計
的
な
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の 

 
 

 
 

 

金
額
で
生
活
し
て
い
け
る
か
ど
う
か 

 
 

 
 

 

を
把
握
す
る
数
字
で
は
な
い
が
、
重 

 
 

 
 

 

要
な
課
題
だ
と
思
う
の
で
、
商
工
業 

 
 

 
 

 

振
興
や
農
業
振
興
で
目
標
を
定
め 

 
 

 
 

 

て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

有
効
求
人
倍
率
に
つ
い
て
は
、
人 

 
 

 
 

 

手
不
足
の
裏
返
し
の
数
字
で
も
あ
る
。 

 
 

 
 

 

求
職
者
が
求
め
る
職
種
と
、
企
業
が 

 
 

 
 

 

求
め
る
人
材
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
出
て 

 
 

 
 

 

き
て
お
り
、
希
望
す
る
職
種
が
無
い 

 
 

 
 

 

と
い
う
事
が
生
じ
て
い
る
の
で
、
市
民 

 
 

 
 

 

が
希
望
す
る
職
種
、
多
く
の
職
種
の 

 
 

 
 

 

仕
事
を
創
出
す
る
こ
と
が
課
題
と 

 
 

 
 

 

考
え
て
い
る
。 

（
質
疑
） 

観
光
に
つ
い
て
、
観
光
客
数
を 

 
 

 
 

増
や
す
と
表
現
し
て
い
る
が
、
人 

 
 

 
 

数
が
増
え
た
か
ら
い
い
の
で
は
な 

 
 

 
 

く
、
ど
の
程
度
経
済
効
果
が
あ
っ 

 
 

 
 

た
の
か
の
尺
度
で
施
策
を
組
む
の 

 
 

 
 

が
妥
当
だ
と
思
う
。 

（
回
答
）  

観
光
に
つ
い
て
は
、
売
り
上
げ
、 

 
 

 
 

経
済
効
果
を
考
え
な
け
れ
ば
い 

 
 

 
 

け
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
統
計 

 
 

 
 

が
非
常
に
困
難
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、 

 
 

 
 

観
光
客
数
を
一
つ
の
目
安
と
し
て 

 
 

 
 

目
標
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
。
最 

 
 

 
 

終
的
に
は
消
費
に
繋
げ
て
い
か
な 

 
 

 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い 

 
 

 
 

る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
形
で
取
り
組 

 
 

 
 

ん
で
い
き
た
い
。 

（
質
疑
）  

中
小
企
業
に
つ
い
て
、
後
継
者 

 
 

 
 

不
足
と
い
う
難
し
い
問
題
も
考
慮 

 
 

 
 

し
て
も
ら
い
た
い
。 

（
回
答
）  

中
小
企
業
の
後
継
者
不
足
に 

 
 

 
 

つ
い
て
は
、
商
工
団
体
、
商
工
会 

 
 

 
 

議
所
等
で
も
対
策
を
し
て
い
る
の 

 
 

 
 

は
承
知
し
て
い
る
。
産
業
振
興
の 

 
 

 
 

部
分
で
支
援
し
て
い
く
事
で
、
こ 

 
 

 
 

の
解
消
に
も
役
立
っ
て
い
く
と
思 

 
 

 
 

う
の
で
、
そ
う
い
っ
た
対
策
が
必 

 
 

 
 

要
だ
と
思
う
。 

（
質
疑
） 

一
人
暮
ら
し
対
策
に
つ
い
て
は 

 
 

 
 

計
画
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い 

 
 

 
 

の
で
は
な
い
か
。
今
後
ま
す
ま
す 

 
 

 
 

増
え
る
の
で
考
え
て
い
た
だ
き
た 

 
 

 
 

い
。 

（
回
答
）  

一
人
暮
ら
し
対
策
に
つ
い
て
は
、 

 
 

 
 

一
人
暮
ら
し
に
特
化
し
た
記
述 

 
 

 
 

は
な
い
が
、
高
齢
者
施
策
の
中
で 

 
 

 
 

は
、
そ
う
い
っ
た
事
は
前
提
条
件 

 
 

 
 

と
し
て
捉
え
て
い
る
。 

 

地
域
協
議
会 

視
察
研
修 

視察研修の様子 


